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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・ソフトウェア 
キーワード：プログラム言語，アスペクト指向プログラミング，セキュリティ，ソフトウェア

工学，ディペンダブル・コンピューティング，ソフトウェア開発効率化・安定化，UML，形式
手法 
 
１．研究計画の概要 
ソフトウェアの生産性と安全性を向上させ
ることを目的に，アスペクト指向ソフトウェ
ア開発の技術を構築し，言語とツールとして
提供する． 
２．研究の進捗状況 
研究方法としては，1)アスペクト指向技術
向きの高信頼性設計手法・言語・検証方法
を提案すること，2) 安全性・信頼性向上の
ための機能記述を，アスペクト指向技術に
よってモジュール化すること，3) 体系的な
アスペクト指向開発方法論を確立すること，
を目標とした作業を実施してきた．その結
果，次のような進捗を得ている． 
(1) 生産性と安全性のための理論構築 
プログラムの健全性と記述の柔軟性を確保
する型システムの理論を構築した．また，関
数型アスペクト指向言語の意味論モデルも
構築している． 
(2) 言語と処理系の開発 
安全性のためのアスペクトの再利用性を高
めるために，細粒度のジョインポイントを持
ったアスペクト指向言語を設計し，その実装
を行って効果を確認した．さらに種々のポイ
ントカット機構を持つアスペクト指向言語
を設計し実装した． 
(3) 問題分野への適用 
Web サービスの BPEL による記述について
のセキュリティ要件の表現と検証手法を開
発し適用した．さらに，Webアプリケーショ
ンの実行時監視によるセキュリティ検証の
手法を，アスペクト指向の応用として開発し

た． 
(4) 開発方法論の提案 
UML のクラスベースのモデルと振舞いベー
スのモデルのそれぞれでアスペクト概念を
導入する記法とその意味論につき研究し，そ
れに基づいてアスペクト指向に基づくソフ
トウェア開発方法論に形式仕様と UMLを用
いた手法を組み入れたものを提案した． 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している．「研究
の進捗状況」で述べたように予想以上の成果
を得ており，その結果を論文等で発表したも
のが，世界的に評価されている． 
４．今後の研究の推進方策 
3 年間で開発した成果を，統合的な環境とし
て整理しシステムとして構築する．その上で，
アスペクト指向の特徴を最大限発揮するよ
うな方策を示す． 
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